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＝本日の例会行事＝ 

2025 年 6 月 19 日（木） 第３１１０回例会 天候：晴れ 司会：小澤雅彦副幹事 No. 44 
 

◎幹事報告  
◆日本事務局経理室より 
◇寄付明細の発行について    
◇２０２５年度 人頭分担金及び寄付に関する資料につい

て 
◇日本事務局の銀行口座名義の一部変更について    
◇Ｍｙ ＲＯＴＡＲＹでのクラブ、氏名等の情報確認のお願

い 
◆ガバナー事務所より   
◇フランチェスコ・アレッツォ氏（イタリア、ラグーザＲ

Ｃ、職業分類：矯正歯科医）会長エレクト 就任のお知らせ 
◇２０２６年夏出発 青少年交換学生募集【応募受付の流

れ】    
◇ロータリー青少年交換学生 募集要項   
◆台北西北ＲＣより  ２０２６年ロータリー国際大会 
ｉｎ 台北の日本語版広報資料 
スマイル報告 細井年春会員 

杉田祐一君＆木村信一君 ロータリーでは仕事ができる人

が多いですよね。仕事が出来る人とコスプレイヤーの人に

はなぜか共通項がありました。仕事が出来る人とかけまし

てコスプレイヤーととく。その心は、どちらも返信（変身）

が早いでしょう。小泉さん、坂田さん、少しはキンチョー

がほぐれましたか？キンチョーの夏。 
加藤 寛君 御無沙汰です。 
田中賢三君 加藤さん、お元気そうで何よりです。小泉さ

ん、坂田さん、イニシエーションスピーチよろしくお願い

します。 
榊 謙二君 父の件みなさまお気遣いありがとうございま

した。無事に見送ることが出来ました。小泉さん、坂田さ

ん、イニシエーションスピーチ楽しみにしております。 

河本啓伸君 加藤さんご無沙汰です。イニシエーションス

ピーチの小泉さん、坂田さん、激しく楽しみにしています。 
吉田恵子君 加藤さんお久し振りです。卓話、小泉さん、

坂田さん、たのしみです。 
富田桂司君 熱中症になりました。2 日間動けませんでし

た。東京 RC メイクアップの皆様お疲れ様でした。今日は

ベイスターズの応援に行ってまいります。夏バテに気をつ

けて、最終例会まで皆出席でがんばります。 
杉本剛昭君 昨日、東京 RC へのメイクアップでコーヒー

一杯 2,750 円（税・サ別）を飲んできました。小泉さん、

坂田さん、イニシエーションスピーチ楽しみにしています。 
平賀裕祥君 小泉さん、坂田さん、緊張していると思いク

スが、楽に話していきましょう。 
橋本正一君 小泉さん、坂田さん、イニシエーションスピ

ーチ楽しみです。 
大竹孝一君 今朝は 4 時起きで草刈りをしきました。早朝

は涼しいので作業が楽です。イニシエーションスピーチ、

小泉さん、坂田さん、楽しみにしています。 
宇野雅仁君 本日はイニシエーションスピーチ、小泉さん、

坂田さん、楽しみにしています。 
樋口康雄君 昨日の東京ロータリークラブは大変勉強にな

り、自信にとって良い刺激になりました。ありがとうござ

います。小泉さん、坂田さん、本日のイニシエーションス

ピーチ、楽しみにしています。 
上原幸作君 小泉さん、坂田さん、イニシエーションスピ

ーチ楽しみにしております。どうぞよろしくお願いします。 
島崎英之君 小泉さん、坂田さん、イニシエーションスピ

ーチ楽しみです。宜しくお願い致します。 
［本日 16 件、24,000 円です］ 



日時 回 現会員 計算会員 出席 ＭＵ済 欠席 暫定出席率 修正出席率 

６／１９ ３１１０ ４９ ４６＋２ ３２ ４ １２ ７５％  

６／５ ３１０８ ４９ ４６＋１ ３２ ３＋０ １２ ７４．４７％ ７４．４７％ 

 

出席報告 上原幸作会員 

委員会報告 細井・上原・平賀の各会員 

卓話「イニシエーションスピーチ」小泉喬史会員 

１９７８年生まれ４６歳、出身地は長野県です。学生時代

は野球部に所属、東海大学付属高校から東海大学へ進学に

ともない神奈川へ来ました。大学時代は工学部、卒業後こ

れといってやりたい仕事もなくふらふらしていまして、２，

３仕事をした後 不動産業に。当時はインセンティブが大

きいという事を売りにしている会社が多くそこに惹かれて

数年で独立を目指していましたが、当時の代表に大変お世

話になった事もあり、その後も現在の会社で仕事を続け 2
年半ほど前に代表の立場を引き継ぎ現在に至ります。 
ロータリーに入会させていただくきっかけとなったのは平

賀さんです。もう 10 年以上おつきあいをさせていただい

ており、弊社の物件を売ってくださったり、夜も飲みに誘

っていただいたりという関係ですが、昨年、忘年会でご一

緒させていただいた際にお誘いいただき入会させていただ

きました。 
まだ慣れない部分も多いですが今後も色々と勉強させてい

いただき、また様々な活動にも参加させていただきたいと

思っています。 
仕事の事を中心に、私の経歴を簡単にお話ししただけのあ

まり中身のないスピーチになってしまい恐縮ですが、以上

とさせていただきます。 
卓話「イニシエーションスピーチ」坂田寛史会員 

せっかくの自分を知っていただく機会ということで考えた

のですが、自分の経歴含めていろいろとお伝えさせていた

だきたいと思います。 
生まれは横浜、３歳の時に茅ヶ崎の浜之郷に引っ越し、小、

中は梅田小、梅田中、高校は茅ヶ崎西浜高校に通っていま

した。その間、続けていたのが野球です。 
部活などやっていると、このように思う人は多いのではな

いかと思いますが、自分も同じように「努力すること、耐

えること、あきらめないこと、やり抜くこと」の大切さを

学ぶことができました。 
私は決して野球がうまい人間ではなかったのでレギュラー

目指すには、うまい人の何倍も努力することが必要でした。 
ポジションは主にピッチャーをやっていましたが、同級生

に体格良く、すごい球を投げるやつがいまして、自分はと

いうと、落ちるストレートと言われるくらいセンスがなく、

入部当初は肩を並べるには程遠い存在でした。 
しかし、「努力すること、耐えること、あきらめないこと、

やり抜くこと」を実践したことで、いくつかの大会でエー

ス番号をもらったり、最後の大会ではエースではありませ

んでしたが、一番多く、マウンドをまかせてもらえたりし

ました。 
と言ってもチーム自体は３回戦負けなのでたいしたことで

はないのですが、その時のことは多少の自信になりました。 
高校時代はけっこうイケてたのですが、今も高校時代のメ

ンバーと草野球をやっていますが当時の面影はまったくな

く、人数合わせのためのだけの戦力となっております。 
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こいずみたかし 
1978 年 9 月 14 日生れ O 型 
2025 年 2 月入会 

職業分類：不動産仲介 
（株）ハートランド 
代表取締役 

さかたひろし 
1975 年 7 月 31 日生れ B 型 
2025 年 5 月入会 

職業分類：司法書士  
司法書士日比・坂田事務

所副所長 

※別紙に続く 



  
社会人になると、この「努力すること、耐えること、あき

らめないこと、やり抜くこと」の精神が大きく活きる場面

がでてきます。 
そもそもこうならざるを得なかったという状況は自分の一

番の欠点といえる要領の悪さが影響しています。がんばっ

てるけどなかなかものにならない、勉強しているけど成績

が上がらない、そんな典型的な人間でした。 
１年サラリーマンをやったあと、知り合いの人から司法書

士事務所で働かないかと声をかけられ、平成１２年、当時

の司法書士日比浩也事務所に入所しました。 
その時は働きながら３年くらいで試験に受かれと言われ、

勉強はがんばっていたつもりですが、合格率３％の壁と要

領の悪さもあって、まったく受かる気配がありませんでし

た。 
そうこうするうちに今の奥さんと出会って結婚して、環境

が変わり、奥さんが年上だったこともあり、早めに子供も

何とかしたいと思ってはいましたが、こちらの方も要領が

悪いのか、なかなか授かることができず、さらにこのころ

応援しているプロ野球チームの横浜ベイスターズも暗黒期

と呼ばれ、いいことのない日々でした。 
ですが、一番の目標である勉強だけはあきらめず続けてい

ました。幸い所長からは辞めろとは言われなかったので、

受かるか、死ぬかのどっちかくらいに思って続けていまし

た。 
そんな状況のなか、事務所に入ってちょうど１０年経った

年に転機が訪れました。 
受かる気配がなかった試験に合格できてしまいました。そ

の年も手応えはあまりなく来年どうしようか、という気持

ちで合格発表の日を迎えたのですが、いつもと違う手紙が

届き、最初はドッキリかと思いましたが、確認するとほん

との合格通知で、その時の嬉しさは今でもはっきり覚えて

います。 
「努力すること、耐えること、あきらめないこと、やり抜

くこと」を実感した瞬間であり、要領が悪くても、勉強を

続けていたこと、よくやめなかったと初めて自分をほめた

気がします。 
そこから人生が動き始め、試験合格の翌年に念願だった子

供も最終的には体外受精という形になりましたが、あきら

めなかったことで授かることができました。我が横浜ベイ

スターズも横浜ＤｅＮＡベイスターズとなり暗黒期を抜け

出す兆しが見え始めたころでした。 
ようやく少しは落ち着いて生活が送れるようになってきた

と思った矢先、また、試練に襲われます。 
４０歳の時に悪性リンパ腫を患いました。簡単に言うと白

血病と同じで血液のがんのひとつですが、４０度近い熱と、

むくみ、寝れば寝汗で３、４回着替えないといけいりとい

う日が数か月続きました。なかなか病気が特定できなかっ

たので治療を始めることができず、悪性リンパ腫とわかっ

た時には腎臓も肝臓もかなり悪い状態でした。 
入院は１が月半くらいしました。入院当初はむくみのせい

もあり、体重が８０キロまで増えてたのですが、抗がん剤

の治療と、食事制限で体重は４０キロくらいまで落ち、全

身の毛も抜けまして、これも薬の副作用のひとつですが気

力が減退して自分が何をしているかわからないよううな時

期もありました。 

入院は１が月半くらいしました。入院当初はむくみのせい

もあり、体重が８０キロまで増えてたのですが、抗がん剤

の治療と、食事制限で体重は４０キロくらいまで落ち、全

身の毛も抜けまして、これも薬の副作用のひとつですが気

力が減退して自分が何をしているかわからないよううな時

期もありました。 
今思うとけっこうひどい状態でしたが、不思議と自分が死

ぬということは考えませんでした。ここでも先に学んだ耐

える気持ちが活きたんだと思います。 
余談ですが私の髪の毛、実はウイッグで増やしてます。よ

く若いと言われますがこのおかげだと思っています。です

がこうなったのも悪性リンパ腫のせいです。先生に病気は

関係ないと言われましたが、私はこの病気のせいとしてい

ます。そうしておかないと受け入れられなかったりするか

らです。隠すつもりもないのですが、ただ、自分から言い

まわるのもどうかと思っていたので、いずれ分かることだ

と思いますし、よい機会と思い告白させていただきました。 
さて、話、戻りまして、髪の毛も大きな問題なのですが、

抗がん剤治療の副作用として、治らなかったのが、下半身、

特に足首から下にけっこうなしびれが残ってしまいまし

た。 
今、普通に立っていますが常にしびた状態だったりします。

普段の生活ではそこまで支障はないのですが、急な動作だ

ったり、運動したりすると思い通りに動かなく、たまにケ

ガをします。 
そうなると運動は控えめでというのが普通かもしれません

が、あきらめることも嫌いな自分は、動かない自分を良し

としないので、こんな体ですが、草野球に参加させてもら

ったり、弓道を趣味としてやっていたりします。できたら

マラソンもまた走れたらなんて思ってたりします。 
こんな体ですが、なってしまった以上はうまく付き合って

いくしかないと受け入れるようにしています。 
ロータリークラブでも野球をする機会があるということな

のでご迷惑でなければたまに参加させていただければと思

っています。 
病気の方は、通院はまだ少し続いてますが、再発はないと

信じています。 
そして仕事はというと、退院後は今度こそ順調といいたい

ところですが、３年前にようやく所長に認められ、事務所

名を日比坂田事務所と変えて所長と一緒にがんばってきま

したが、所長がこの春に体調を崩して療養しているところ

なので、今は自分が何とか事務所を支えなければと思い奮

闘しています。 
少し、私の仕事に内容について触れますと、司法書士のイ

メージとして，まずは不動産の売買や相続などの名義変更

登記や会社などの役員、商号や本店などの変更登記手続き

があると思います。仕事的にはこちらがメインですが、最

近は認知症の方や障害をもっている方のために後見人とし

ての活動もしています。認知症の方は自分で入院の手続き

や銀行での手続きなどすることが難しくなってしまうの

で、その方の代理人となって、本人さんのための手続きを

したりします。 
司法書士という資格は、みなさんご存じないかと思います

が、司法書士法というものがありまして、その条文の中で

権利擁護を義務としているので、社会的弱者という言い方



 

は好きではないですが、そういう立場の人のために活動す

ることが義務付けられています。 
後見業務も権利擁護活動と言えますが、より権利擁護の精

神を奉仕活動として行っていることが、現在、２か月に１

回、地域のコミュニティセンターで開催されているコミカ

フェというイベントに参加しているということです。 
このイベントはそのコミュニティを利用している方、多く

はお年寄りになりますが、それと近隣地域の関係者の方、

例えば訪問介護事業者や、整体師、看護師さんなど様々な

立場の人が集まって、仕事抜きにして、ただ世間話をする

という場なのですが、その中で話を聞いていると、実は困

っているけどどこに相談に行けばいいのかわからないとい

う話が聞けたりします。 
このような話が出たときに、司法書士の仕事を伝えたりす

ると、そこで安心してもらえ、不安解消のお手伝いができ

たりします。お年寄りの方は社会に取り残されることも多

いと思うので、このような場を通して少しでもお役に立つ

ことで、元気なお年寄りが増え、極端かもしれませんがそ

れが地域の活性化につながるのではとも思っています。 
この「社会的に弱いとされる人のため」にという想いです

が、、、実はこれにも少し深い理由があったりします。 
先ほど、話に出しましたようやく授かった子供ですが、発

達障害の診断を受けています。簡単に言うと黒に近いグレ

ーの知的障害に該当します。 
名前は悠（はる）というのですが、現在、中学２年生で正

直、生意気です。趣味は絵を書くことで、本人は楽しんで

描いてるので応援してますが、悪い言い方をすると趣味の

悪い絵をよく描いてます。「検索してはいけない言葉」とい

うの言葉をわざわざ検索して、出てきた奇妙な動画や絵を

楽しんで描いてるちょっと変わった子だったりします。 
見たことある方もいると思いますが、ＡＣジャパン（公共

広告機構）のテレビＣＭ、消える砂の像というテーマで、

地球温暖化を危惧したものだったりします。この映像に実

は映ってはいけないものが写ってるらしく、検索してはい

けない言葉になっているらしいです。こういうものを夢中

になって描いてたりします。 
こんな息子の悠ですが、恥ずかしながら先日夫婦で怒鳴り

合いのけんかしてしまいました。その時、悠はオレがいい

子にするからお願いだから怒らないでと泣きながら夫婦喧

嘩を止めようとしてくれました。中学２年生の男の子が泣

きながら止めてくれるんです。原因が悠には関係なくても

一生懸命に止めてくれるんです。思わずこの姿にこっちも

泣けてきました。 
親バカが入りますが、知的障害があって精神的に幼いから

なのかわかりませんが、ほんとに純情な人間だったりしま

す。 
コミュニケーション能力はハッキリ言って低いです。世の

中に出ると社会的弱者という立場になってしまう、そんな

彼のためにできることを探していました。そんな時に平賀

さんから、ロータリークラブのお誘いを受けました。 
ロータリークラブに入らせていただいた一番の理由はここ

にあったりします。 
ボランティアや社会活動をする機会があると思うので、そ

の時にできれば一緒に参加させていただいて、社会や人と

の交わりを経験させたいそんな想いがあったりします。 

あまりクラブのことをまだわかっていないのでもしかする

とクラブの方向性とは異なるところがあるのかもしれない

ですが、クラブの活動を通して少しでも息子の悠に何かの

経験をさせていただけたらと思っています。 
実際、年頃の男の子なのでどこまでついてくるかわかりま

せんが、もし参加した際はみさなんよろしくお願いします。 
ちょうど５０歳になるこの歳にこのような伝統あるクラブ

に入れることはとても意義のあることだと思っています。 
私の座右の銘は「倒れてのち已む」です。 
死ぬまで努力し続けるという意味で、私が学んだ「努力す

ること、耐えること、あきらめないこと、やり抜くこと」

を言い表した言葉だと思います。 
今まで決して平坦な道のりではありませんでしたが、現状

を良しとせず、これからも死ぬまで努力し、進み続けたい

と思っています。 
けっこう自分をさらけ出してしまいましたが、こう言う部

分も含めて坂田寛史という人間です。みなさま今後とも何

卒よろしくお願いいたします。 
ありがとうございました。 

坂田会員も参加した会員増強委員会（6/24） 

熱弁をふるってくれた坂田会員 


